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抄録
　「療養環境の調整技術」に関する研究内容を概観し、研究の動向から今後の看護基礎教育への示
唆を得ることを目的に、医学中央雑誌 Web 版にて、「療養環境」「環境整備」「看護技術」のキーワー
ドで、年代は絞らず、文献の種類を「原著論文」とし、国内文献の検索を行った。その結果、111
文献が抽出され、78文献を対象とし、研究目的、対象、内容について抽出して一覧表を作成し研究
の動向について分析した。臨地実習による看護技術の経験及び技術水準の到達状況等を報告した文
献が８割を占めており、看護教育機関の多くで、看護技術の経験や到達度について分析されている
ことが伺えた。また、臨地実習での「環境調整技術」の経験率は７割以上を示す研究が多く、卒業
時の到達レベルは単独で実施できるレベルに達していることが示されていた。臨床の場をフィール
ドとした文献数は16件と少なく、過去５年以内のものは２件のみであり、減少傾向であった。

キーワード：療養環境，環境整備，看護技術
Key words：medical care environment, environmental maintenance, nursing skills

Ⅰ．緒言
　看護学において、「環境」は非常に重要な概
念の一つである。環境は人間の心身に影響を与
え、人間は環境との関わりの中で生きており、
これに反応し、適応しながら生きている。人間
が生命を維持し、疾病の予防や回復、健康の保
持・増進するためには生活環境をまず整える必
要がある。入院患者にとって療養環境は日常生
活を行う空間であり、清潔で安全・安楽・安心
に過ごせる空間を提供する必要がある。清潔に
留意した環境調整は、感染予防と快適な日常生
活につながり、安心につながる。また、適切な

療養環境は、治療や生活行動に意欲、安寧をも
たらし、健康回復・保持・増進につながる。療
養環境の調整技術の重要性は、「看護覚え書」
の中で「看護とは、新鮮な空気、陽光、暖かさ、
清潔さ、静かさを適切に保ち、食事を適切に選
択し管理すること、こういったすべてを、患者
の生命力を最小にするように整えることを意味
すべきである」と述べられており（Nightingale, 
1860 ／ 2000）、看護における基本である。早期
回復を目指して療養生活を送る入院患者にとっ
て、病室やベッド周りの環境が安全で快適であ
ることは大変重要であり、それによって回復意
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欲が高まると共に免疫力も向上し、治療効果が
高まることが期待できるからである。
　環境調整技術は、看護大学においては看護技
術を学ぶ初期の授業として設定されていること
が多く、臨地実習での技術経験率が高く、卒業
時の技術到達度も高い特徴がある。竹内ら

（2020）の基礎看護学実習の技術経験の調査では、
「患者にとって快適な病床環境をつくることが
できる」は94.8％と実施率は高く、複数の研究
において、ほぼ７割以上の実施率が示されてお
り（真砂ら，2010；吾妻ら，2010；井上ら，
2014）、低学年の臨地実習から経験率が高く、
卒業時の技術到達度もレベルⅠ（単独で実施で
きる）と高いレベルを示している（佐原ら，
2017）。
　臨床の看護の現状として、急性期病院の７対
１入院基本料算定病棟における、看護業務の実
態調査の内容を３つの区分で比較した結果を見
てみると、ベッドサイドで行う療養上の世話

（19％）よりも診療の補助（36％）や周辺業務
（45％）の割合が高いことが明らかになってい
る（岡田，2019）。特に、病室の環境整備やシー
ツ交換などは、委託業者や看護補助者などに委
譲している場面を多く目にする。経験年数の浅
い看護師は、看護師でなくても可能な日常生活
援助より、看護師資格を要する医療処置や医師
の指示に関心が向いたり（原本ら，2019）、日
常生活援助することよりも医師の指示に重点を
置いて看護している（徳原ら，2017）。しかし、
中堅看護師においては、職業的アイデンティ
ティが確立されているほど、療養上の世話を看
護の責務として、看護観を反映させながら自身
の判断で援助を行っている（秋葉ら，2014）。
また、臨床の看護師が「看護ができた」と実感
した状況や場面はʻその人らしい普通の生活へ
の援助ができた時ʼとあることから、看護独自
の「療養上の世話」がやりがいやアイデンティ

ティの形成に重要であることがわかる。川島
（2015）は、常に看護師のアイデンティティを
揺るがせていたのは、本当はしなければならな
いと言いつつ看護独自の「療養上の世話」がで
きないこと、そして、その思いを超えて、現実
の診療面に関わる業務がますます増えてきて、
すでに療養上の世話（生活行動援助）は看護師
の範疇ではないかのような錯覚もあるのではな
いかとさえ思われると述べている。臨床現場で
は、様々な社会情勢の影響を受け、看護師の働
き方は変化を余儀なくされている現実がある。
　そこで、今回は、看護業務の中の「療養上の
世話」の中でも最も看護の基本となると考える

「療養環境の調整技術」に焦点を当てた文献検
索を行い、研究の動向を調査することにした。

Ⅱ．研究目的
　「療養環境の調整技術」に関する研究内容を
概観し、研究の動向から今後の看護基礎教育へ
の示唆を得ることである。

Ⅲ．用語の定義
　「療養環境の調整技術」には、物理的環境、
対人的環境、管理・教育的環境の３つの視点が
あるとされている（川口ら，2013）が、ここで
は「物理的環境」の視点を用いる。対象文献中
に使用されている「環境整備」、「環境調整」、「環
境調整技術」などの用語については、前後の意
味内容を確認した上で、同義語として取り扱う
ことにする。論文中にこれらの用語を使用する
場合には、当該論文で使用されている用語のま
ま使用する。

Ⅳ．研究方法
１．文献選択
　医学中央雑誌 Web 版にて、「療養環境」「環
境整備」「看護技術」のキーワードで、年代は
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絞らず、文献の種類を「原著論文」で国内文献
の検索を行った。その中から、看護分野ではな
いもの、人的、管理的環境を対象としているも
のを除外、さらに、これらの文献の中から特集
や解説などを除外した文献を最終的な分析対象
とした。

２．文献検討の方法
　抽出された各文献から、「療養環境の調整技
術」に関する研究内容を概観するために、年・
研究テーマ・研究目的・研究対象・研究方法に
ついて抽出して一覧表を作成した。次に、研究
の内容について研究者間で分析し、その内容分
類から研究の動向について分析した。その際、
論文数が多かった臨地実習における技術経験録
の集計に関するものについては、内容が類似し
ているため、年代別の集計を行った。

３．倫理的配慮
　本研究は文献研究であり、分析対象とした文
献の解釈について、著者の論旨から逸脱するこ
とのないように配慮した。

Ⅴ．結果
　「療養環境」「環境整備」「看護技術」のキーワー
ドで文献検索を行い111文献が抽出された。そ
の中から、看護分野ではないもの、人的環境、
退院調整などの管理的な環境を対象としている
ものを除外した87文献を対象とした。その中で
60文献と最も論文数の多かったものが臨地実習
における技術経験録の集計に関するものであっ
た。技術の実践等に関する残りの27文献につい
て分析を行った結果、特集や解説４文献、カリ
キュラム評価１文献、在宅における社会資源や
人的環境の整備２文献、文献検討等の２文献の
計９文献を対象から除外し、18文献を加えた78
文献が最終的な分析対象となった（表１）。

１．環境調整技術に関する研究の動向（表２）
　分析対象とした78文献は、「臨床の場」を
フィールドとしている研究が14文献、「教育
の場」をフィールドとしている研究が64文献
であった。「臨床の場」をフィールドとして
いる研究の内容は、実践に関する振り返り５
件、介入研究４件、新人看護師の実践能力お
よび経験状況３件、精神科病棟における看護
技術の実態調査１件、実験研究１件に分類さ
れた。また、「教育の場」をフィールドとし
ている研究の内容は、臨地実習における技術
経験や技術到達度60件、学内演習における環
境調整技術の学習３件、臨地実習における環
境調整の経験と学び１件に分類された。
２．�臨地実習による看護技術の経験及び技術水

準の到達状況に関する研究の動向（60文
献）（表３）

　技術経験録の集計に関する研究は、2005年
から基礎看護学実習、成人老年看護学実習、
小児看護学実習、母性看護学実習、学年・習
熟度、卒業時、卒業後の段階において技術経
験録の集計を行っていた。2005年～ 2009年
には、経験率を集計した研究は、基礎看護学
実習２件、学年・習熟度４件であった。経験
率・到達度を集計した研究は、成人老年看護
学実習９件、卒業時６件であった。卒業後の
看護技術に対する自信から、カリキュラム改
正前後の教育評価を行った研究１件であった。
　2010年～ 2014年には、2011年までに基礎
看護学実習における技術経験録の経験率を集
計した研究が10件と大幅に増加した。一方で、
成人老年看護学実習後の経験率・到達度に関
する研究は、2010年の１件のみで大幅に減少
した。卒業時の経験率・到達度または到達度・
習得度について集計した研究は、９件であり
増加が認められた。この期間に、小児看護学
実習において、経験率を集計した研究が１件
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文献
No. 論文タイトル 筆頭著者

（発行年）
文献
No. 論文タイトル 筆頭著者

（発行年）
1 慢性期成人老年看護学実習におけるカリキュラム変更前後の看護技術到達の現状

と課題
川畑

（2021）
40 看護学生の卒業時における看護技術到達度の実態　東京私立大学看護教育研

究会の調査より
峰村

 （2011）
2 e-learningを活用した環境調整技術の学習支援に関する一考察　ベッドメーキング

技術に焦点を当てて
小川

（2020）
村木態実の況状得修術技護看るけおに習実学護看人成14

（2011）
川市態実の験経術技護看るけおに習実学護看人成3

（2020）
東)告報年9002(態実の況状得修術技護看るけおに習実地臨24

（2011）
4 看護基礎教育における入院中の子どもの療養環境シミュレーション演習　学生の学び

による評価
白木

（2019）
子金態実の験経術技るけおに習実護看人成34

（2011）
5 A短期大学における卒業時の看護技術到達度の達成状況と今後の課題 原

（2018）
44 看護系大学における日常生活援助技術の習得状況　学生の自己評価から 升田

（2010）
6 臨地実習における看護学生の病床環境整備に関する実態調査　感染予防に焦点

を当てて
西田

（2018）
45 基礎看護学領域における基礎看護技術教育の現状と課題　技術項目到達度表の

分析から
真砂

 （2010）
施布況状験経の術技護看るけおに習実学護看児小7

（2018）
46 臨床実習における基礎看護技術の経験　チェックリスト使用のアンケート調査 堀内

（2010）
原ていつに方え考るす関に備整境環の師護看るえ見らかトーケンア8

（2018）
47 基礎看護学実習において学生が経験した看護技術の現状　「基礎看護技術経験

録」の分析から
吾妻

（2010）
田生題課と況状達到の術技護看るけおに習実学護看人成期性慢9

（2018）
48 成人看護学(急性期)臨地実習における看護技術の経験と実施水準に関する報告 礒本

（2010）
藤齋移推的時経の験経術技護看るけおに習実学護看人成学大A01

（2017）
49 看護実践能力に対する学生の就職直後の自己評価からみた大学における看護技術

教育の検討
深田

（2009）
原佐題課と況状達到の術技護看るけおに習実学護看年老・人成11

（2017）
50 基礎看護学実習における看護技術の経験と課題　本学の経験目標を設定した技術

の分析から
市川

（2009）
川市識認のていつに」護看ンョシーテリビハリ「の後了終習実地臨の生学21

（2016）
51 就職後早期の看護実践能力と現場で求められる能力の乖離　新人看護師と看護

師長の認識の比較から
三宅

（2009）
13 小児看護学実習におけるケア経験向上を目指した学内演習・実習指導の効果 長谷川

（2016）
柑櫁題課と状現の験経術技るけおに習実地臨25

（2009）
14 慢性期病棟男性看護師の環境整備への意識と行動の内容調査　男性病棟のベッ

ド周辺に焦点をあてる
山下

（2016）
53 母性看護実習における看護技術体験状況　学生の技術体験録より 一花

 （2009）
15 A大学成人看護学実習における看護技術経験の実際　パイロットスタディとの比較 荻原

（2016）
川及況状験経の術技護看るけおに習実学護看人成45

（2009）
16 臨地実習における看護学生の看護技術の経験状況と到達度　実践看護学実習III

を終了した本学看護学部3回生への調査から
中橋

（2016）
55 成人看護学実習および老年看護学実習において看護学生が見学または実施した看

護基本技術の実態　学生による自己評価調査の分析より
綿貫

 （2009）
17 2014年度卒業生の「看護師教育の技術項目と卒業時の到達度」調査 小林

（2015）
56 基礎看護技術実習における看護技術の経験の実態　平成18年度と平成19年度の

看護技術経験録から
荒川

 （2009）
18 基礎看護学実習で学生が主実施した技術の分析によるデータ活用可能性の検討 宮本

（2015）
田升び学の生学護看たし験体を習学型定設況状るけおに備整境環75

（2009）
19 卒業前における看護実践能力を培うための演習と課題　看護技術レベル到達度

チェックリスト調査から
片野

（2015）
井笠題課と状現の術技護看たし験体が生学で習実学護看児小85

（2009）
20 看護技術項目チェックリストによる学生の看護技術経験状況の実際と活用 村上

（2015）
59 成人・老年看護学実習における看護技術経験の過去3年間の推移 石野

（2009）
藤齋際実の験経術技護看るけおに習実学護看人成学大A12

（2015）
川北査調識意の者助補護看・師護看と態実の備整境環の院病A06

 （2008）
川谷長題課と態実の験経術技るけおに習実学護看児小22

（2015）
61 看護実践能力に対する学生による縦断的自己評価からみた大学における看護技術

教育の検討
深田

（2008）
村峪度足満るす対に備整境環内室病の族家者患院入りきた寝32

（2014）
62 看護基礎教育における看護技術教育の検討　看護系大学生の臨地実習における

看護技術経験状況と自信の程度
浅川

（2008）
24 成人看護学実習における技術教育の課題　2年間の看護技術修得状況の分析か

ら
片野

（2014）
63 新卒看護師の一般病棟と回復期リハビリテーション病棟における臨床実践能力の比

較
小西

（2008）
25 卒業時における看護技術到達度の調査　看護技術レベル到達度チェックリストを用

いて
片野

（2014）
64 成人・老年系看護学実習における看護技術習得の実態　1期生(2006年度)と2期

生(2007年度)の比較
小澤

（2008）
26 成人看護学領域の学内演習と臨地実習における看護技術経験　看護技術チェック

リストを用いて
平賀

（2014）
65 金沢大学において看護学生が入学から卒業までに実施した看護技術 平松

（2008）
上井題課と況状験経の術技護看るけおにII、I習実学護看礎基72

（2014）
66 成人看護学実習における技術経験の実態と課題　2005年度の技術経験状況から 原田

（2007）
山香)報2第(態実の験経術技護看るけおに習実学護看礎基82

（2013）
川大係関のと験経の術技護看と価評程過習実るけおに習実学護看76

（2007）
田鶴態実の験経術技護看るけおに習実学護看礎基92

（2013）
原田査調るす関に価評力能践実術技護看るけおに員教と生学護看86

（2007）
30 看護学生の臨地実習における看護技術の経験と卒業時の看護技術についての自信 片平

（2012）
69 新人看護職員の看護技術チェックリストを使った看護技術習得の経時的調査 佐野

 （2007）
31 病室環境の整備に関する看護師の行動変容　環境チェックシートの活用 野中

（2012）
70 患者と共に考える療養環境整備について　療養環境アセスメントシートの有用性 藤井

（2007）
32 臥床患者に快適な療養環境を提供するための作業基準に沿った環境整備の検討 稲富

（2012）
71 「基本的な看護技術の水準」における経験度からみた看護技術演習の検討 杉本

（2006）
甲都態実の験経術技護看るけおに習実学護看礎基33

（2012）
72 看護学生の看護実践能力の自己評価　卒業時のアンケート調査から 田原

（2006）
奥張緊るす対に術技護看たし験経が生学護看ていおに習実地臨43

（2012）
73 基礎看護実習における学生が経験した看護基本技術の現状と今後の課題 水田

 （2006）
淵岩防予妄んせ後術るよに整調境環53

（2012）
下松査調態実のていつに術技護看るいてれさ施実で棟病科神精47

 （2006）
36 3年課程・2年課程の看護学生の卒業時看護技術実践能力に対する自己評価『臨

地実習において看護学生が行う基本的な看護技術の水準』を用いた5年間の調査
結果

田原
（2011）

口諸に適快を境環養療の室病57
（2005）

37 入眠時照度に対する嗜好の個人差と生体反応に関する基礎研究　生理機能と主
観的評価に与える影響

吉永
（2011）

76 看護学専攻第5期生の臨地実習における看護基本技術の到達度　4期生との比較
による検討

松岡
（2005）

38 学生の卒業前における看護技術の経験状況および実施への自信に関する調査 山本
（2011）

77 小児看護学実習における必須技術の検討　小児看護技術の体験率および施設間
の差異から考える

安井
（2005）

39 母性看護学実習における看護技術体験の実態と到達度についての課題 小野寺
（2011）

78 看護実践につながる看護技術教育の取り組み　成人看護学実習における看護技術
の習得状況と学内における技術教育との比較

村田
（2005）

表１︓分析対象論文一覧（78文献）
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であった。
　2015年以降に到達度・習得度を集計した研
究は、母性看護学実習２件、卒業時４件、卒
業後１件であった。５年ごとの研究動向につ
い て ま と め る と、2005年 ～ 2009年 お よ び
2010年～ 2014年は20件以上の技術経験録の
集計に関する研究が行われていたが、2015年
～ 2019年の５年間は15件と減少が認められ
た。

３．�教育および臨床の場における技術の実践等
に関する研究の動向（18論文）（表４）

　臨床の場における環境調整に関する研究は
14件であり、教育の場における環境調整に関
する研究は４件であった。臨床の場における
研究では、“患者の病床環境の整備ができて
いないのではないか（文献 No.8）”“ベッド
周 囲 が 整 理 で き て い な い（ 文 献 No.14，
32）”“ベッド周囲の汚染が目立つ（文献
No.14，60）”“環境整備の状況に満足できて
いない（文献 No.8）”、などの問題意識が研

表２︓分析対象論文の内容分類（78文献）
件数 文献No.

5 8
14

23
60
70

・
・

・
・
・

小児科病棟における経験年数による環境整備の考え
精神科の慢性期病棟に勤務する男性看護師の環境整備に対する意
識と行動
寝たきり入院患者の家族による環境整備に対する満足度
看護師および看護補助者による環境整備の実態と意識
療養環境アセスメントシートの有効性

環境整備の充実にむけた介入研究 3 31
32
75

・
・
・

実態調査から環境整備へのチェックシートの導入
チェックリストの導入による環境整備の充実
環境整備にアロマオイルの導入

531入介のてしと防予妄んせ ・せん妄発症のハイリスク患者への環境調整による予防的介入
3 51

63
69

・
・
・

看護基本技術に関する新人看護師と看護師長による認識の乖離
一般病棟と回復期リハビリテーション病棟の臨床実践能力の比較
就職後の経時的技術習得状況

1 74 ・精神科病棟における看護技術の実施頻度
1 37 ・実験室下での入眠時照度に関する検証（対象︓大学生）
60 ・技術経験録の集計

22域領学護看礎基
57

・
・

E-learningによる環境調整技術の学習支援
環境整備における状況設定型学習による学生の学び

41域領学護看児小 ・状況設定型学習による学生の学び

臨地実習 211護看ンョシーテリビハリ ・療養環境整備の経験と学び
78

内容分類 内容
臨床 実践に関する振り返り（実態・認識など）

介入研究

新人看護師の看護実践能力および経験状況

看護技術（全般）の実態調査

実験研究

教育 学生の臨地実習における環境調整技術の実施状況
（経験率，到達度・習得度）
学内演習

計

表３︓臨地実習における環境調整技術の実施状況に関する研究の動向（60文献）
領域および学習段階 2005～2009 2010~2014 2015~2019 2020~
基礎実習 △△ △△△△△

△△△△△

成人老年実習 〇〇〇〇〇
〇〇〇〇

〇 △△△△ △

△△△△△習実児小
母性 ●●
学年・習熟度 △△△△
卒業時 ●●●●●

●
〇〇〇〇
●●●●●

〇〇
●●

〇

卒業後 ■ ●
計 22 21 15 2

△経験率　　〇経験率・到達度　　●到達度・習得度　　■自信
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文
献

N
o.

論
文
タイ
トル

著
者

（
発
行
年
）

果
結

析
分

び
よ

お
法

方
的

目
究

研
象

対
究

研

2
e-

le
ar

ni
ng
を
活
用
した
環

境
調
整
技
術
の
学
習
支
援
に

関
す
る
一
考
察
　ベ
ッド
メー
キ

ン
グ
技
術
に
焦
点
を
当
て
て

小
川

 他
（
20
20
）

看
護
系
大
学

1年
生
11
4名

看
護
技
術
の
環
境
調
整
技
術
の
うち
、ベ
ッド
メー

キ
ン
グ
技
術
に
着
目
し、
看
護
技
術

e-
le

ar
ni

ng
(ナ
ー
シ
ン
グ
ス
キ
ル

)を
用
い
た
ベ
ッド

メー
キ
ン
グ
技
術
の
習
得
に
関
す
る
学
習
の
取
り組

み
を
明
らか
に
し課

題
を
検
討
す
る
。

映
像
の
視
聴
回
数
の
単

純
集
計
、お
よ
び
ベ
ッド

メー
キ
ン
グ
チ
ェッ
クリ
ス
ト

の
内
容
分
析

ベ
ッド
メー
キ
ン
グ
技
術
コン
テ
ン
ツへ
の
ア
クセ
ス
回
数
は
演
習
事
前
課
題
が
24
6回

で
、演

習
事
後
課
題
12
5回

に
比
べ
て
多
か
った
。手

順
の
視
聴
は
演
習
事
前
・事
後
課
題
とも
に
ナ
ー
シ
ン
グ
ス
キ
ル
映
像
、オ
リジ
ナ
ル
映
像
、基

本
事
項
、チ
ェッ
クリ
ス
トと
比
べ
て
最
多
で
あ
った
。

ベ
ッド
メー
キ
ン
グ
チ
ェッ
クリ
ス
トの
自
己
評
価
で
は
、シ
ー
ツを
三
角
形
に
作
り敷

き
込
む
技
術
は
、学

生
の
修
得
が
難
しい
技
術
で
あ
る
こと
が

明
らか
に
な
った
。

4
看
護
基
礎
教
育
に
お
け
る
入

院
中
の
子
ども
の
療
養
環
境
シ

ミュ
レ
ー
シ
ョン
演
習
　学

生
の

学
び
に
よ
る
評
価

白
木

 他
（
20
19
）

看
護
大
学
2年

次
生

81
名

入
院
中
の
子
ども
の
療
養
環
境
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン

演
習
に
お
け
る
学
生
の
学
び
を
明
らか
に
し、
今
後

の
教
育
方
法
の
示
唆
を
得
る

学
内
演
習
後
レ
ポ
ー
ト

を
ベ
レ
ル
ソ
ン
の
内
容
分

析
の
手
法
を
用
い
て
分

析

【子
ども
特
有
の
危
険
が
あ
る
】【
発
達
段
階
に
応
じて
環
境
を
整
え
る
】【
危
険
を
予
測
す
る
】【
注
意
深
く観
察
す
る
】【
子
ども
・家
族
とと
も
に

環
境
を
整
え
る
】【
環
境
整
備
に
よ
り子

ども
の
安
全
を
守
る
】の
カテ
ゴ
リー
が
抽
出
され
た
。学

生
は
子
ども
特
有
の
危
険
が
あ
る
こと
を
理
解

し、
そ
れ
を
予
測
しな
が
ら発

達
段
階
に
応
じて
安
全
な
療
養
環
境
を
整
え
る
こと
の
重
要
性
を
学
ん
で
い
た
。今

回
の
演
習
で
、具

体
的
に
設

定
され
た
危
険
な
療
養
環
境
は
、学

生
の
真
剣
な
観
察
と思

考
を
働
か
せ
て
環
境
を
整
え
る
こと
を
促
した
。

8
ア
ン
ケ
ー
トか
ら見

え
る
看
護
師

の
環
境
整
備
に
関
す
る
考
え

方
に
つ
い
て

原
（
20
18
）

看
護
師

30
名

看
護
師
の
環
境
整
備
に
対
す
る
考
え
に
つ
い
て
明

らか
に
す
る
。

質
問
紙
調
査

環
境
整
備
の
目
的
に
つ
い
て
、1
～
2年

目
は
「療
養
環
境
の
質
の
向
上

(8
3%

)」
「看
護
師
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
くり

(3
3%

)と
の
回
答
で

あ
った
。3
～
6年

目
で
は
「療
養
環
境
の
質
の
向
上

(7
1%

)」
「看
護
師
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
くり

(7
1%

)」
「感
染
予
防

(5
7%

」で
あ
っ

た
。7
年
目
以
上
で
は
、「
安
全
(1
00
%
)」
「感
染
予
防

(8
3%

)」
「療
養
環
境
の
質
の
向
上
(6
6%

)」
な
どの
回
答
が
見
られ
た
。年

代
に

よ
って
、環

境
整
備
の
目
的
とし
て
重
要
視
して
い
る
点
が
異
な
る
こと
が
明
らか
に
な
った
。現

段
階
の
環
境
整
備
の
満
足
度
は
高
くは
な
か
っ

た
。

12
学
生
の
臨
地
実
習
終
了
後
の

「リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
看
護
」に
つ

い
て
の
認
識

市
川

 他
（
20
16
）

短
期
大
学
3年

生
78
名

看
護
学
生
が
認
識
す
る
「リ
ハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
看

護
」の
専
門
性
、臨

地
実
習
に
お
け
る
リハ
ビリ
テ
ー

シ
ョン
看
護
の
経
験
や
学
び
を
明
らか
に
す
る

質
問
紙
調
査

学
生
が
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
看
護
の
専
門
的
機
能
とし
て
最
も
重
要
視
して
い
た
の
は
「廃
用
症
候
群
の
予
防
」で
、重

要
度
が
最
も
低
か
った
の

は
「退
院
に
向
け
た
ケ
ア
の
計
画
」で
あ
った
。ま
た
、臨

地
実
習
に
お
け
る
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
看
護
の
経
験
や
学
び
とし
て
最
も
平
均
値
が
高
か
っ

た
の
は
「療
養
環
境
整
備
」で
、最

も
低
か
った
の
は
「退
院
に
向
け
た
ケ
ア
の
計
画
」で
あ
った
。

14
慢
性
期
病
棟
男
性
看
護
師
の

環
境
整
備
へ
の
意
識
と行

動
の
内
容
調
査
　男

性
病
棟
の

ベ
ッド
周
辺
に
焦
点
を
あ
て
る

山
下

 他
（
20
16
）

男
性
看
護
師

14
名

よ
りよ
り療

養
環
境
を
提
供
す
る
た
め
に
、ベ
ッド
周

辺
の
環
境
整
備
に
対
す
る
看
護
師
の
意
識
と行

動
の
実
態
を
明
らか
に
す
る
。

半
構
造
的
面
接

表
出
され
た
言
葉
は
72
枚
の
ラベ
ル
とな
り、
16
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
され
、「
ベ
ッド
周
辺
の
環
境
が
散
乱
して
い
る
」「
患
者
の
清
潔
に
対
す
る

意
識
が
低
い
と感

じる
」「
看
護
師
の
環
境
整
備
に
対
す
る
意
識
が
低
い
」「
看
護
師
は
環
境
整
備
を
積
極
的
に
取
り組

め
て
い
な
い
」の
四
つ
の

島
に
ま
とめ
られ
た
。改

善
策
とし
て
、患

者
とと
も
に
小
さな
目
標
を
立
て
実
践
す
る
、短

い
時
間
で
毎
日
続
け
る
こと
が
必
要
、朝

礼
な
どで
環

境
整
備
を
啓
発
す
る
な
どの
意
見
が
あ
が
って
い
る
た
め
、病

棟
ス
タッ
フと
話
し合

い
実
践
す
る
必
要
が
あ
る
と考

え
られ
た
。

23
寝
た
き
り入

院
患
者
家
族
の

病
室
内
環
境
整
備
に
対
す
る

満
足
度

峪
村

 他
（
20
14
）

家
族

22
名

寝
た
き
り患

者
の
家
族
を
対
象
に
、病

院
内
療
養

環
境
に
つ
い
て
の
満
足
度
を
明
らか
に
す
る
。

質
問
紙
調
査

室
内
環
境
に
関
す
る
満
足
度
は
す
べ
て
の
項
目
に
つ
い
て
満
足
、ほ
ぼ
満
足
と回

答
した
も
の
が
90
%
以
上
で
あ
った
。物

品
の
整
理
・整
頓

状
況
に
お
い
て
は
、満

足
と応

え
た
者
が
多
か
った
の
は
ゴ
ミ箱
81
.8
%
、ベ
ッド

72
.7

%
、少

な
か
った
の
は
枕
元
の
上
の
収
納
棚
45

.5
%
で

あ
った
。清

潔
度
・プ
ライ
バ
シ
ー
環
境
に
つ
い
て
、満

足
、ほ
ぼ
満
足
と答

え
た
者
を
合
わ
せ
る
と9
0%

以
上
で
あ
った
。満

足
と答

え
た
者
が
多

か
った
の
は
ベ
ッド
間
隔
が
90

.9
%
、次

い
で
カー
テ
ン
、窓

が
81

.8
%
で
あ
った
。

31
病
室
環
境
の
整
備
に
関
す
る

看
護
師
の
行
動
変
容
　環

境
チ
ェッ
クシ
ー
トの
活
用

野
中

 他
（
20
12
）

看
護
師

20
名

「ナ
イチ
ン
ゲ
ー
ル
看
護
覚
え
書
」の
6つ
の
環
境
因

子
(新
鮮
な
空
気
・陽
光
・暖
か
さ・
清
潔
・静
か

さ・
食
事

)を
参
考
に
して
看
護
師
の
療
養
環
境
の

整
備
に
関
す
る
行
動
変
容
を
図
る
。

質
問
紙
調
査

(1
)ベ
ッド
サ
イド
の
整
備
・消
毒

(2
)患
者
へ
の
陽
光
の
配
慮

(3
)冷
暖
房
の
適
切
な
温
度

(4
)床
頭
台
の
整
理
整
頓

(5
)足
音
に
気
を
付
け

る
(6

)適
切
な
下
膳
とオ
ー
バ
ー
テ
ー
ブ
ル
の
整
理
を
見
落
とさ
れ
て
い
る
環
境
因
子
とし
て
抽
出
した
。そ
れ
を
基
に
環
境
チ
ェッ
クシ
ー
トを
作
成

し、
日
常
業
務
に
取
り入

れ
た
結
果
、導

入
後
の
調
査
で
は
看
護
師
の
環
境
整
備
行
動
に
改
善
が
み
られ
た
が
、患

者
の
個
別
性
へ
の
配
慮

に
は
課
題
を
残
して
い
た
。

32
臥
床
患
者
に
快
適
な
療
養
環

境
を
提
供
す
る
た
め
の
作
業
基

準
に
沿
った
環
境
整
備
の
検

討

稲
富

 他
（
20
12
）

看
護
師

24
名

AD
L障
害
患
者
や
臥
床
安
静
を
指
示
され
た
患

者
に
対
す
る
看
護
師
の
環
境
整
備
を
充
実
させ
、

内
容
・方
法
を
統
一
す
る

チ
ェッ
クリ
ス
トの
分
析

作
業
基
準
は
、外

観
的
に
「清
潔
、き
れ
い
」を
感
じら
れ
、「
患
者
が
安
全
安
楽
に
過
ご
せ
る
」「
患
者
に
とっ
て
過
ご
しや
す
い
、快

適
」の

3項
目
を
目
標
に
、「
感
染
予
防
」「
安
全
」「
快
適
」「
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
」の
4つ
の
カテ
ゴ
リー
そ
れ
ぞ
れ
に
具
体
的
な
実
施
項
目
を
挙
げ
た
。作

業
基
準
に
沿
った
環
境
整
備
に
よ
り、
チ
ェッ
クリ
ス
トの
ほ
とん
どの
項
目
が
「実
施
した
」で
あ
った
が
、実

施
は
して
い
る
も
の
の
、そ
の
内
容
は
看
護

師
の
経
験
年
数
や
個
人
に
よ
り差

が
み
られ
た
。

35
環
境
調
整
に
よ
る
術
後
せ
ん

妄
予
防

岩
淵

 他
（
20
12
）

65
歳
以
上
の
患
者

50
名

せ
ん
妄
予
防
の
た
め
に
具
体
的
な
環
境
調
整
の
方

法
を
記
した
看
護
基
準
を
作
成
し、
そ
の
効
果
を
明

らか
に
す
る
。

病
床
環
境
の
測
定
（
温

度
、湿

度
、騒

音
、照

度
）
とカ
ル
テ
よ
り術

後
せ
ん
妄
の
有
無
、J

-
NC

Sス
コア
の
カイ

2乗
検
定
に
て
分
析

具
体
的
な
環
境
調
整
の
方
法
を
記
した
せ
ん
妄
予
防
の
た
め
の
看
護
基
準
を
作
成
し環

境
を
整
え
、患

者
に
とっ
て
安
心
・安
楽
な
環
境
とな
っ

た
こと
で
、術

後
せ
ん
妄
が
半
減
した
。ま
た
、せ
ん
妄
の
発
症
が
様
々
な
要
因
が
影
響
しあ
って
起
き
る
よ
うに
、せ
ん
妄
予
防
も
環
境
とい
う一

つ
の
要
素
を
整
え
た
こと
で
他
の
要
素
へ
相
乗
効
果
とし
て
影
響
して
い
る
こと
が
示
唆
で
き
た
。

表
４
︓
教
育
お
よ
び
臨
床
の
場
に
お
け
る
技
術
の
実
践
等
に
関
す
る
文
献
の
研
究
内
容
（
18
文
献
）
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文
献

N
o.

論
文
タイ
トル

著
者

（
発
行
年
）

果
結

析
分

び
よ

お
法

方
的

目
究

研
象

対
究

研

37
入
眠
時
照
度
に
対
す
る
嗜
好

の
個
人
差
と生

体
反
応
に
関

す
る
基
礎
研
究
　生

理
機
能
と

主
観
的
評
価
に
与
え
る
影
響

吉
永

 他
（
20
11
）

19
～
23
歳

8名
入
眠
時
照
度
に
対
す
る
嗜
好
の
個
人
差
が
、脳

波
と心

拍
変
動
を
指
標
とし
た
生
理
機
能
と、
質
問

紙
を
用
い
た
主
観
的
評
価
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
検
証
す
る
。

生
理
的
指
標
の
測
定

（
大
脳
皮
質
活
動
、自

律
神
経
活
動
）
、主

観
的
評
価
に
つ
い
て
統
計

学
的
に
分
析

好
み
の
入
眠
時
照
度
で
あ
る
と、
よ
り早

い
段
階
で
睡
眠
が
深
くな
る
こと
、副

交
感
神
経
活
動
が
増
加
しや
す
い
こと
、そ
して
主
観
的
に
も
眠

りや
す
い
と評

価
され
る
こと
が
明
らか
に
な
り、
入
眠
時
に
環
境
調
整
を
行
う際

の
基
礎
的
知
見
が
得
られ
た
。

51
就
職
後
早
期
の
看
護
実
践
能

力
と現

場
で
求
め
られ
る
能
力

の
乖
離
　新

人
看
護
師
と看

護
師
長
の
認
識
の
比
較
か
ら

三
宅

 他
（
20
09
）

新
人
看
護
師
14
名

看
護
師
長
7名

「新
人
看
護
師
の
看
護
基
本
技
術
に
関
す
る
実

態
調
査
」に
基
づ
い
た
看
護
実
践
能
力
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
トを
行
い
、新

人
看
護
師
と看

護
師
長
の

認
識
を
の
比
較
す
る
。

質
問
紙
調
査

新
人
と師

長
との
間
で
回
答
に
乖
離
の
み
られ
た
項
目
は

[ベ
ッド
周
囲
の
環
境
整
備

][
臥
床
患
者
の
食
事
介
助

][
ス
トレ
ッチ
ャー
で
の
移

送
][
酸
素
吸
入
療
法
中
の
管
理

][
褥
瘡
の
予
防

][
輸
液
ポ
ン
プ
の
操
作

][
誤
薬
防
止
策
の
手
順
に
沿
った
与
薬

]で
あ
った
。イ
ン
タビ
ュー
の

内
容
を
分
析
した
結
果
、師

長
が
新
人
に
求
め
て
い
る
看
護
実
践
能
力
とし
て
7つ
の
カテ
ゴ
リー
が
抽
出
され
、1

)病
棟
ス
タッ
フと
の
コミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
、2

)患
者
の
尊
重
、3

)確
実
な
実
施
、4

)優
先
順
位
を
考
え
た
行
動
に
つ
い
て
、新

人
自
身
は
「で
き
て
い
な
い
」と
認
識
して
い
た
。

57
環
境
整
備
に
お
け
る
状
況
設

定
型
学
習
を
体
験
した
看
護

学
生
の
学
び

升
田

 他
（
20
09
）

看
護
大
学
1年

生
58
名

基
礎
看
護
技
術
の
授
業
に
お
い
て
状
況
設
定
型

学
習
を
体
験
した
看
護
学
生
の
学
び
を
明
らか
に

す
る

演
習
後
レ
ポ
ー
トの
分
析
学
び
の
レ
ポ
ー
トか
ら得

られ
た
素
材
は
26
5文

脈
で
、1
6の
カテ
ゴ
リー
と4
つ
の
コア
カテ
ゴ
リー
が
抽
出
され
た
。コ
ア
カテ
ゴ
リー
『学
び
』に
は
9

つ
の
カテ
ゴ
リー
と5
1の
サ
ブ
カテ
ゴ
リー
が
内
包
され
て
い
た
。抽

出
され
た
9カ
テ
ゴ
リー
は
、学

習
目
標
を
網
羅
した
内
容
で
あ
った
。状

況
設
定

型
学
習
は
、学

生
に
講
義
法
で
得
た
知
識
の
強
化
を
含
め
て
様
々
な
学
び
を
与
え
た
こと
が
明
らか
とな
った
。

60
A病

院
の
環
境
整
備
の
実
態
と

看
護
師
・看
護
補
助
者
の
意

識
調
査

北
川

 他
（
20
08
）

看
護
師
13
6名

看
護
補
助
者
6名

ベ
ッド
周
囲
の
環
境
整
備
の
実
態
とベ
ッド
拭
き
掃

除
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
明
らか
に
す
る
。

質
問
紙
調
査

1)
ベ
ッド
拭
き
掃
除
は
ほ
とん
どの
病
棟
で
行
って
い
る
が
、療

養
環
境
が
整
って
い
な
い
と感

じて
い
る
者
が
4割

以
上
い
る
。2

)ベ
ッド
拭
き
掃

除
の
方
法
・施
行
者
は
病
棟
に
よ
って
異
な
る
。3

)ベ
ッド
拭
き
掃
除
は
看
護
師
の
業
務
とし
て
限
定
しな
くて
よ
い
と考

え
て
い
る
者
が
多
い
。

63
新
卒
看
護
師
の
一
般
病
棟
と

回
復
期
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
病

棟
に
お
け
る
臨
床
実
践
能
力

の
比
較

小
西

 他
（
20
08
）

新
卒
看
護
師

平
成
17
年
16
名

平
成
18
年
16
名

新
卒
看
護
師
の
一
般
病
棟
と回

復
期
リハ
ビリ

テ
ー
シ
ョン
病
棟
の
臨
床
実
践
能
力
を
比
較
す
る
。
「新
人
看
護
職
員
研
修

到
達
目
標
」を
基
準
とし

て
作
成
した
チ
ェッ
クリ
ス

ト1
03
項
目
の
分
析

回
復
期
リハ
病
棟
の
全
員
が
「一
人
で
で
き
る
」と
自
己
評
価
した
19
項
目
の
うち
14
項
目
は
、環

境
調
整
技
術
、食

事
援
助
技
術
、排

泄
援
助
技
術
な
ど基

本
的
な
療
養
上
の
世
話
に
関
す
る
項
目
で
、こ
れ
らの
日
常
生
活
援
助
技
術
は
一
般
病
棟
で
も
回
復
期
病
棟
と同

様
、

到
達
度
は
高
か
った
が
、一

般
病
棟
で
は
全
員
が
「一
人
で
で
き
る
」と
自
己
評
価
した
項
目
は
な
か
った
。こ
れ
は
、患

者
の
症
状
が
比
較
的
安

定
して
い
る
回
復
期
リハ
病
棟
に
対
して
、一

般
病
棟
で
は
重
症
患
者
等
へ
の
複
雑
な
看
護
技
術
が
要
求
され
る
場
面
が
多
い
た
め
、新

人
看

護
師
は
自
己
の
技
術
に
自
信
が
も
て
ず
、到

達
度
が
低
くな
った
と考

え
た
。

69
新
人
看
護
職
員
の
看
護
技
術

チ
ェッ
クリ
ス
トを
使
った
看
護
技

術
習
得
の
経
時
的
調
査

佐
野

 他
（
20
07
）

新
卒
看
護
職
員

13
2名

新
人
看
護
職
員
の
看
護
技
術
の
習
得
状
況
を
就

職
後
か
ら経

時
的
に
検
討
す
る

「看
護
技
術
チ
ェッ
クリ
ス

ト」
を
用
い
た
新
人
看
護

職
員
の
自
己
評
価
の
分

析

新
人
看
護
職
員
の
技
術
習
得
の
特
徴
とし
て
、【
環
境
調
整
】【
食
事
援
助
】【
排
泄
援
助
】【
清
潔
援
助
】と
い
った
時
間
の
経
過
とと
も
に
習

得
率
が
着
実
に
上
が
る
領
域
が
あ
る
一
方
、【
呼
吸
循
環
調
整
】【
与
薬
】【
救
命
救
急
処
置
】の
よ
うに
就
職
後
10
ヵ月
が
経
過
して
も
習
得

率
が
40
～
50
%
の
領
域
が
あ
る
こと
が
分
か
った
。

70
患
者
と共

に
考
え
る
療
養
環

境
整
備
に
つ
い
て
　療

養
環
境

ア
セ
ス
メン
トシ
ー
トの
有
用
性

藤
井

 他
（
20
07
）

患
者
60
名

看
護
師
20
名

患
者
・看
護
師
間
の
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
充
実
と

療
養
環
境
整
備
へ
の
共
通
認
識
を
も
つ
た
め
に
、

清
潔
・整
理
整
頓
の
た
め
の
「療
養
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
トシ
ー
ト(
シ
ー
ト)
」の
効
果
を
検
証
す
る
。

質
問
紙
調
査

療
養
環
境
ア
セ
ス
メン
トシ
ー
トの
活
用
に
よ
り個

別
的
な
関
わ
りが
生
ま
れ
、患

者
か
ら看

護
師
へ
要
望
を
伝
え
や
す
くな
り、
そ
れ
が
患
者
の
安

心
感
に
つ
な
が
って
い
た
。一

方
で
、患

者
に
は
、生

活
物
品
な
どプ
ライ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
も
の
や
「自
分
で
で
き
る
こと
は
自
分
で
」と
い
った
自
立

の
視
点
か
ら、
看
護
ケ
ア
して
欲
しく
な
い
部
分
も
あ
る
こと
が
分
か
った
。

74
精
神
科
病
棟
で
実
施
され
て

い
る
看
護
技
術
に
つ
い
て
の
実

態
調
査

松
下

 他
（
20
06
）

看
護
者

10
4名

精
神
科
病
棟
に
お
け
る
看
護
技
術
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る

質
問
紙
調
査

実
施
頻
度
が
高
か
った
看
護
技
術
は
,精
神
科
環
境
調
整
技
術
,バ
イタ
ル
サ
イン
観
察
な
どの
症
状
・生
体
機
能
管
理
技
術
,安
全
管
理
の

技
術
で
あ
り,
レ
クリ
エ
ー
シ
ョン
は
特
徴
的
な
技
術
で
あ
った
.実
施
頻
度
が
低
か
った
看
護
技
術
は
,排
泄
援
助
技
術
や
呼
吸
・循
環
を
整
え
る

技
術
,症
状
・生
体
機
能
管
理
技
術
,救
命
・救
急
処
置
技
術
,安
楽
確
保
の
技
術
で
あ
り,
輸
血
な
どの
与
薬
の
技
術
も
低
か
った
。

75
病
室
の
療
養
環
境
を
快
適
に

諸
口

 他
（
20
05
）

患
者

50
名

朝
の
環
境
整
備
に
ア
ロマ

(ロ
ー
ズ
ウ
ッド

)オ
イル
を

使
用
し消

臭
,リ
ラッ
クス
効
果
、抗

菌
作
用
に
つ
い

て
明
らか
に
す
る
。

質
問
紙
調
査

ア
ロマ
オ
イル
使
用
前
に
は
25
%
が
病
室
の
臭
い
が
気
に
な
る
と回

答
して
い
た
が
,ア
ロマ
使
用
後
は
臭
い
が
気
に
な
る
とい
う意

見
は
な
か
った

.
ま
た
,細
菌
培
養
の
結
果
,オ
ス
バ
ン
拭
き
に
は
抗
菌
作
用
が
認
め
られ
た
が
,オ
イル
拭
き
と水

に
は
認
め
られ
な
か
った

表
４
（
つ
づ
き
）
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究の動機となり、実践についての振り返りと
して看護師の環境整備の実施状況や認識につ
いて明らかにすることに取り組んだ研究が５
件と最も多かった。その中で、環境整備に取
り組めない背景として、回診介助、時間で行
わなければならない処置、手術室への移送な
ど、病棟業務の多忙が理由として挙げられて
おり（文献 No.32）、ベッドの拭き掃除以外
で環境整備を“毎日行っている”と回答した
看護師は22.5％であった（文献 No.60）。また、
環境調整技術は同一の場面を見たとしても

“整っている”と捉える看護師もいれば、“整
理整頓されていない”と認識する看護師もい
るなど、看護師によって感覚的側面の捉え方
が異なるため（文献 No.8，31）、チェックリ
ストなどの基準を作成して環境整備を行う有
用性を検証する研究も２件（文献 No.31，
32）あった。その他に、環境調整技術の難し
さとして、患者の個別の状況を捉えること（文
献 No.70）、環境整備は単なる拭き掃除では
なく“看護の視点”を持って行うこと（文献
No.60）などが挙げられていた。せん妄発症
のハイリスク患者を手術前からスクリーニン
グし、窓側のベッドへの配置、時計やカレン
ダーの設置、メガネや補聴器などの着用、点
滴ルートなどを患者の視界に入らないように
工夫するなどの環境調整によって、せん妄の
発症率を半減することができており（文献
No.36）、環境調整による予防的介入の必要性
が述べられていた。
　教育の場における環境整備に関する研究は、
環境調整技術について e-learning による学習
支援による事前のイメージ学習（文献 No.2）、
ベッドメーキングやリネン交換の手技の学習
ではなく、状況設定型の演習によって臨地で
実際の患者の生活環境に対して必要な観察と
アセスメントができるような学習（文献

No.4，57）において、効果的な学習方法の検
討が行われていた。

Ⅵ．考察
　本研究で分析対象とした78文献は、「臨床の
場」をフィールドとしている研究が14文献、「教
育の場」をフィールドとしている研究が64文献
であった。これらの文献から、「療養環境の調
整技術」の研究の動向について述べる。
１．教育の場における研究の動向
　対象となった論文のうち、60文献が臨地実習
による看護技術の経験及び技術水準の到達状況
等を報告したものであり、対象文献の多くを占
めていた。つまり、看護教育機関の多くで看護
技術の経験や到達度について分析しているとい
う結果である。この60文献について、論文発行
年の2005年から2021年までの17年間を５年ごと
に区切り、どのような年次推移があったのかを
概観してみると、2005年から2009年までの５年
間は、論文数が一番多くなっており、その中で
も技術の到達度を含む調査が14件、発行年とし
ては2009年が９件と群を抜いて多くなっていた。
これは、厚生労働省（2003）から「看護基礎教
育における技術教育のあり方に関する検討会報
告書」が出され、学生が臨地実習で行うことが
できる水準が示されこと、更に2008年には「看
護師教育技術項目の卒業時の到達度」について
13項目142種類の技術が示された（厚生労働省，
2008）ことが影響していると考えられ、国が示
した方針をもとに、各看護教育機関が看護技術
の経験や到達度について評価を試した結果であ
る。
　緒言でも述べた通り、これらの文献に示され
ていた調査結果として「環境調整技術」の実習
での経験率は７割以上を示す研究が多く、卒業
時の到達レベルも単独で実施できるレベルに達
していることが示されている。これらを見る限
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り、学生は大学で学んだ「環境調整技術」を実
習の場で実施できているように思われた。しか
し、升田ら（文献 No.57）は、1．2年次の基礎
看護学実習において、病室に行っても対象者の
生活環境を観察することができず、環境整備を
行えない学生が多いと指摘している。学生は何
度も対象者の病室に訪問し、ベッドサイドで長
時間過ごすことも多いにもかかわらず、目の前
にあるすっかり氷の溶けた氷枕に気づかず、カ
バーのずれた毛布もそのままにしてくるという
のである。この状況が生じる原因については、

「ベッドメーキング」「リネン交換」は技術演習
を行うが、「環境整備」に関して必要性は学ん
でいるものの、実習室内では体験していないた
め、実際の病床環境でもできないのではないか
ということであった。筆者の経験からも臨地実
習に行った際、このような光景を目にするが、
それは学生に限ったことではない点で療養上の
世話の範疇における看護の衰退を感じざるを得
ない。実習室は模擬病床の空間ではあるが、空
ベッドの状態のため生活空間のイメージは、臨
地実習経験のない学生には困難である。そう
いった問題に対して、升田ら（文献 No.57）が
効果的な学習だったと評価している状況設定型
学習や、白木ら（文献 No.4）が子どもの療養
環境をシミュレーション演習したところ、学生
の観察や思考を促したという結果は、学習方法
の工夫として期待できそうである。
２．臨床の場における研究の動向
　次に、臨床での現状については、結果の記述
の通り、内容は様々であった。文献数も16件と
少なく過去５年以内のものは２件、過去10年間
みると７件、過去10年以上のもので10件という
状況であり、論文数としては減少傾向であると
言える。環境整備に対する問題意識が研究の動
機となり、実践についての振り返りとして看護
師の環境整備の実施状況や認識について明らか

にすることに取り組んだ研究が５件（文献
No.8，14，31，32，60）と最も多かった。
　「療養環境の調整技術」が思うように実施さ
れない要因の一つに、看護業務の煩雑さがある。
医療の進歩に伴い、患者の診療・治療に関連し
た業務が増大する中、様々な時代背景や医療情
勢も関与している。2006年の診療報酬改定に
よって看護師比率４割以上や看護職員配置７：
１入院基本料の新設など、看護師の争奪戦が始
まり、看護師不足に拍車をかけた。こういった
状況の中で、療養上の世話に関する看護業務の
優先順位が下がることも容易に想像できる。看
護師は医療体制や看護体制が変化しても看護師
として患者に対してやるべきことをしっかりと
認識したうえで、振り回されないような信念を
持った行動が求められる。

「療養環境の調整技術」を誰が担い、どう役割
分担するかも必要であるが、看護師としての行
動意義をしっかりともつべきである。
　次に、「療養環境の調整技術」に関しての個々
の看護師の感覚の違いについてである。「環境
調整技術は同一の場面を見たとしても“整って
いる”と捉える看護師もいれば、“整理整頓さ
れていない”と認識する看護師もいるなど、看
護師によって感覚的側面の捉え方が異なる」（文
献 No.8，31）とある。個々の看護観も影響し
ているものと思われるが、受けてきた看護基礎
教育の違い影響しているのではないかと思われ
た。また、看護師の環境整備に対する考えにつ
いての調査では、看護師の経験年数１～２年目
は「療養環境の質の向上」が83% であるが、３
～６年目では71%、７年目以上では66％であっ
た。７年目以上で回答の多かった内容は、「安
全（100%）」「感染予防（83%）」であり、経験
年数によって、環境整備の目的として重要視し
ている点が異なることが明らかになっている

（文献 No.9）。いずれにせよ、様々な要因で、
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看護師が行う「療養環境の調整技術」は標準が
曖昧であり、目指すものも統一されていないた
め、違いが生じているのではないかと考えられ
た。10年以上前の論文に「環境調整技術の難し
さとして、患者の個別の状況を捉えること」（文
献 No.70）、「環境整備は単なる拭き掃除ではな
く“看護の視点”を持って行うこと」（文献
No.60）とあるように、チェックシートやマニュ
アルを作成し順守することが目指すものではな
いはずである。主体は個別性のある患者であり、
生活および治療・看護が行われる場所へのアプ
ローチであることを今一度見直す必要がある。
　また、臨床における「療養環境の調整技術」
は、看護分野によってとらえ方や看護の特徴が
異なることも明らかになった。例えば、精神看
護分野では一般的な清潔観念や整理整頓などの
考え方が病状によって異なることがあり、一般
的な安全・安楽を保証する技術が適応しない場
合もある（文献 No.14）。小児看護分野では、
発達段階に応じた特別な配慮が必要となる（文
献 No.4，8）。リハビリテーション分野におい
ては、転倒転落予防や動きやすい生活環境を整
えることが大切である。
３．基礎看護技術教育への示唆
　「看護師教育技術項目の卒業時の到達度」13
項目の１番目に「環境調整技術」があり、「患
者にとって快適な病床環境をつくることができ
る」「基本的なベッドメーキングができる」「臥
床患者のリネン交換ができる」の３つの技術の
種類が示されている。それから10年以上が経過
し、2019年度に示された検討案では、「ベッド
メーキング」が削除され、「快適な療養環境の
整備」と文言が変わっている（厚生労働省，
2019）。従来の「環境調整技術」の項目として
集計されてしまうと、快適な環境が作ることが
できたのか、単なるベッドメーキングの経験な
のかが定かではなかった可能性も否めない。改

定後は「快適な療養環境の整備」「リネン交換」
の２つの技術に集約されるため、その２つの技
術内容を具体的に考える必要がある。学生が実
習でリネン交換の手技の実施にとどまることの
ないよう、アセスメントの結果として、技術が
実施できるようになるための演習の工夫が望ま
れる。学生が対象者の療養環境について、看護
師が行うべき環境整備というものを具体的に捉
え、観察及びアセスメントを行い、具体的援助
が実施できるよう教員側も教授する努力が必要
である。

Ⅶ．結論
１．本研究で対象とした文献において、臨地実

習による看護技術の経験及び技術水準の到達
状況等を報告した文献が８割を占めており、
看護教育機関の多くで「環境調整技術」を含
めた看護技術の経験や到達度について分析さ
れていた。

２．教育の場をフィールドとした文献において、
「環境調整技術」の実習での経験率は７割以
上を示す研究が多く、卒業時の到達レベルも
単独で実施できるレベルに達していることが
示されていた。

３．臨床の場をフィールドとした文献数は16件
と少なく、過去５年以内のものは２件のみで
あり、過去10年以上のものは10件という状況
であり、文献数は減少傾向であった。

Ⅷ．本研究の限界と課題
　今回は、「療養環境の調整技術」に関して原
著論文に限定して文献検討したため、特に臨床
をフィールドとした分析対象が14論文と少な
かった。したがって、動向を把握する限界があっ
た。また、「療養環境の調整技術」という言葉
の周辺に類似用語が複数あり、その捉え方も
様々であったことから、その言葉の概念を整理
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する必要がある。

利益相反
　本研究における利益相反は存在しない。

引用文献
秋葉 沙織，石津 みゑ子（2014）：中堅看護師

の職業的アイデンティティと「療養上の世
話」への認識との関連，北日本看護学会誌，
16（2），11-21．

吾妻 知美，前川 幸子，重松 豊美，他（2010）：
基礎看護学実習において学生が経験した看
護技術の現状　「基礎看護技術経験録」の
分析から，甲南女子大学研究紀要，（4），
105-113．

藤井 美穂子，高橋 麻里絵，北村 有里，他（2007）：
患者と共に考える療養環境整備について　
療養環境アセスメントシートの有用性，日
本看護学会論文集： 成人看護 II，（37），
312-314．

原本 久美子，岸川 亜矢（2019）：臨床看護師
が「看護ができた」と実感する状況や場面
- 自由記述から捉えた看護の内容分析（1）-，
関西国際大学紀要，20，93-107.

原 洋平（2018）：アンケートから見える看護師
の環境整備に関する考え方について，静岡
県立こども病院看護部看護研究集録，XVI，
194-197．

市川 裕美子，佐藤 真由美，坂本 弘子，他（2016）：
学生の臨地実習終了後の「リハビリテー
ション看護」についての認識，八戸学院大
学紀要，（53），47-53．

生田 美智子，佐原 弘子，土屋 裕美，他（2018）：
慢性期成人看護学実習における看護技術の
到達状況と課題，椙山女学園大学看護学研
究，10，39-50．

稲富 悠，古田 兼聖，周布 絵美里，他（2012）：

臥床患者に快適な療養環境を提供するため
の作業基準に沿った環境整備の検討，山口
大学医学部附属病院看護部看護研究集録平
成23年度，87-91．

井上 美代江，今井 恵，松永 早苗，他（2014）：
基礎看護学実習Ⅰ・Ⅱにおける看護技術の
経験状態と課題，清泉看護学研究，3，83-
91.

岩淵 咲紀，檜森 恵理子，安藤 勝則，他（2012）：
環境調整による術後せん妄予防，市立釧路
総合病院医学雑誌，24（1），45-48．

川口孝泰，佐藤政枝，小西美和子（2013）：演習
を通して伝えたい看護援助の基礎のキソ，
18-20，医学書院．

川島 みどり（2015）：今，看護の本流を問う意味，
日本看護技術学会誌，14（2），134-136．

北川 和美，野尻 清香，紺谷 幸子，他（2008）：
A 病院の環境整備の実態と看護師・看護
補助者の意識調査，日本看護学会論文集：
看護総合，（39），357-359．

小西 あけみ，宇野 友紀，廣田 真由美，他（2008）：
新卒看護師の一般病棟と回復期リハビリ
テーション病棟における臨床実践能力の比
較，看護実践学会誌，20（1），100-106．

厚生労働省（2003）：看護基礎教育における技術
教育のあり方に関する検討会報告書，
https://www.mhlw.go.jp/shingi/2003/03/
s0317-4.html ．（検索日：2021.9.18）

厚生労働省（2008）：医政看発第0208001号 平成
20年２月８日「助産師、看護師教育技術項
目の卒業時の到達度」について，https://
www.hospital.or.jp/pdf/15_20080208_01.
pdf ．（検索日：2021.9.18）

厚生労働省（2019）：「看護基礎教育検討会」に
おける 検討状況　厚生労働省医政局看護
課，https://www.mext.go.jp/b_menu/
shingi/chousa/koutou/098/gijiroku/_



―　　―136

icsFiles/afieldfile/2019/05/27/1417062_5.
pdf ．（検索日：2021.9.18）

真砂 涼子，佐藤 晶子，馬醫 世志子，他（2010）：
基礎看護学領域における基礎看護技術教育
の現状と課題　技術項目到達度表の分析か
ら，群馬パース大学紀要，（10），35-43．

升田 由美，一條 明美，高岡 哲子（2009）：環境
整備における状況設定型学習を体験した看
護学生の学び，旭川医科大学研究フォーラ
ム，9（1），34-44．

松下 恭子，谷岡 哲也，片岡 睦子，他（2006）：
精神科病棟で実施されている看護技術につ
いての実態調査，日本看護福祉学会誌，11

（2），51-61．
三宅 由希子，青井 聡美，安武 繁（2009）：就職

後早期の看護実践能力と現場で求められる
能力の乖離　新人看護師と看護師長の認識
の比較から，日本看護学会論文集： 看護
管理，（39），161-163．

諸口 八代重，金谷 礼子，東 由香里，他（2005）：
病室の療養環境を快適に，地域医療，第44
回特集号，753-754．

Nightingale，F．（1860）／湯槇 ます，薄井 坦子，
小玉 香津子，他（2000）：看護覚え書，（第
６版），14-15，現代社．

野中 美穂，横濱 知子，馬崎 伊那，他（2012）：
病室環境の整備に関する看護師の行動変容
　環境チェックシートの活用，共済医報，
61（4），370-374．

小川 明佳，大谷 則子（2020）：e-learning を活
用した環境調整技術の学習支援に関する一
考察　ベッドメーキング技術に焦点を当て
て，和洋女子大学紀要，61，25-34．

岡田みずほ（2019）：急性期病院における看護部
門の効率性と職務満足の関連 包絡分析法

（DEA）による効率性分析を応用した看護
部門の可視化，長崎大学学位論文．

佐原 弘子，土屋 裕美，生田 美智子，他（2017）：
成人・老年看護学実習における看護技術の
到達状況と課題，椙山女学園大学看護学研
究，9，43-52．

佐野 美香，田中 孝子，富田 千里，他（2007）：
新人看護職員の看護技術チェックリストを
使った看護技術習得の経時的調査，日本看
護学会論文集：看護教育，（37），54-56．

白木 裕子，松澤 明美，津田 茂子（2019）：看護
基礎教育における入院中の子どもの療養環
境シミュレーション演習　学生の学びによ
る評価，日本小児看護学会誌，28，310-
317．

田原 裕子，池田 紀子 , 増田 信代（2011）：3年
課程・2年課程の看護学生の卒業時看護技
術実践能力に対する自己評価『臨地実習に
おいて看護学生が行う基本的な看護技術の
水準』を用いた5年間の調査結果，神奈川
県総合リハビリテーション事業団厚木看護
専門学校紀要，（1），6-12．

竹内 貴子，中島 佳緒里，巻野 雄介，他（2020）：
基礎看護技術教授内容の検討 基礎看護学
実 習における技術項目の実施経験の確認
から，日本赤十字豊田看護大学紀要，15（1），
41-47．

峪村 ひろ子，高木 咲江，木下 かおる，他（2014）：
寝たきり入院患者家族の病室内環境整備に
対する満足度，旭川荘研究年報，45（1），
45-48．

徳原 典子，山村 文子，小西美和子（2017）：急
性期病棟に勤務する中堅看護師の実践と課
題―生活援助に焦点をあてて―，24，79－
91．

山下 大樹，瀧川 正人，山下 敏光（2016）：慢性
期病棟男性看護師の環境整備への意識と行
動の内容調査　男性病棟のベッド周辺に焦
点をあてる，日本精神科看護学術集会誌，



―　　―137

59（1），36-37．
吉永 尚紀，藤田 水穂，田中 裕二（2011）：入眠

時照度に対する嗜好の個人差と生体反応に
関する基礎研究　生理機能と主観的評価に
与える影響，日本看護技術学会誌，10（2），
23-29．




